
大分間)

ウ 特2電車列車つばめ，はと(新大阪 ・ 博多間)

エ 特急気動車列車 白鳥(大阪 ・ 背森問) くろしお(名古

屋 ・ 天王寺問)

(2) 寝台専用列車宇宙・星座等から。

(例) 明星，月光(東京・大阪間)

(3) 白，íj 号以外の列車 その列車に関係、ある河川 ・ 山岳 ・ 観光

地 ・ 名所とFから。この場合，都市を '1" 心として，着地を表わす

ことにしている。

(例) 石利(函館・札幌問) 緩島(東京・鹿児島問) 上高地

(新宿 ・ 松本間) 宮島(新大阪 ・ 広品|向)

(4) 外国の鉄道では， ゴ ーノレデ ンアロ(ロンドン=パ リ 間の

国際列車) ミス ト ラノレ(パ リ=ニ ー ス n司) へんベチア(ハンフ

ノレク=チ ユー リ ヒ 附) γ ティオブロサンゼノレλ(シカゴ= ロサ

γゼルス 11-lj)等がある。

3 列車名板の種頬主治色 列車名僚には，列車の最前期l と

最後尾用のも のと ，旅客車の~!lJiYli用のもの と の 2 絹類がある 。

(1) 列車の最前官ß と 最後尾JH 特別急行列車は， 全郎(東海

道新幹線列車は除く 。)一車両の椛造 | 車体の一部となっており ，

照明設備Hである。

急行列車は，列車の分市11，併介等があるため， 一部の列車し

か以 り 1I けられてなし、。 着色デザイ ン は， ø'直:となっているの

で ，多種虹lにわたっ ている。

(2) 旅本車の制IJj自 iJ 11 特，JIJ急行 . Y~:jlli::'I， n ・ 準急行列車には，

必ずJ以り千l けることにな っ ており ， i!? 色は，白j也に班、文字と定

められている。(岡村総希)

れんさへいそくそうち 連査閉そく装置 (英)token le田

block system ili 作I~I そく災 1i1は ， J.p. 紋|き1i :JにおけるlU1そく装

置のー ー純で ， 1'11 そく |メ|視のいしl端作市場tこ 1 対となる連査閉そ く

器を備え， ili fr.閉そ く 加のは|そ くてこの倣いと /U Jê friJ，j 機の信

号現耳、により ，閉そくの以倣いを行なうものて'ある。この装置

の特色は， 比較的簡単ーな ;&ú/liで L玉(過誤)なし逆転1 が可能な

点である。

単線区間における閉そく災院は，辿合一閉そ く決置のほかに，

自動閉そく決盤，辿illJJI!l-1 そく を!t irt-J凶~，':IYI そ くを日阪 ・ 33券閉そ

く装置な どがあるが，これらのうち， j'J !fj}J I~] そく袋位 ・ 述動閉

そく装置および迎賓mそく装憶は， I~I そく災置といり装置が・

体 となっており，乗務員は伯り機のJ行 'J之にj，'(:い迎転す る だけで

よく，閉そく区間に列車が進入してもさしっかえないことを証

明するもの(すなわちトークン) を脱行する必要がなし、

通禁閉そく装置お よ び以券閉そく装置は， IJ~jJiにおける-g'業

キロ の 65 % を山めてレる(tl!l和 38 年度末引在) が，これらの装

置につレては，次のような短所があ る。

(1) 通:hl~の段受に lI!y間がかかる。したがって ， 列車の行迎い

時分が長びく。

(2) 通過列*の速度が通禁授受のため :1;IJliH される。

(3) 通35綬受に (1"う駅員および乗務員の í'L担が大きい。

(4) 閉そく\l:~と出発信号機の1'1:1に I((f:!i'の 主主主tiがな L 、。 したが

って乗務員は，通男4の撹市と 1丙弓の尚誌をそれぞれ義務づけら

れる。

以上の欠点を解消し， 比較的安悩な工~Wl~で云な し運転を実

現するために，述査閉そく装慣が使用され， 現在 (1昭和 38 年度

末)では蛍業キロの 11 % 2 ， 343km に設備されている。

次に連査閉そく装置の慨安を説明する。図はえllli閉そく装置

の概要図，写真は述査閉そく 様である。

閉そく区間の両端の駅には 1 対となる連査 f'flそく泌を設け

れんらくちょ

連査閉そく装置の概要図
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る。連査閉そく誌には， 閉そくてこ ， 各種の表示燈 ・押しボ声

γ持1 ・ 電話機などを備えており，内部に継電器が収納してある。

閉そくてこ ， および出発信号

機の備える条件としては

(1) 閉そく区間の両端の停車

場で，閉そくてこを協同して取

り級わなければ，出発信号機に

進行信号を攻示できない。

(2) 一方向の列車に対し進行

信号を出したのちは，反対方向

からこの閉そく !又聞に進入しよ

うとする列車に対し，進行信 号

を現示できない。

(3) 列車が閉そく区聞に進入

したのちは，この列車が相手方

の作事場に到着しなければ， 次

の列車に対する進行信号を現示

できない

等がある。
主li 査閉そく器

閉そく区IHhこ列車の有無を検知する方法として，閉そく区間

の[河端の停車場の場内信号機付近，すなわち閉そく 区間の入 口

と 出口に短小な軌道倒路を設け，入口で列車の進入を検知して

装置が氾憶し，出口で列車の進出を検知することにより行なっ

ている。このため，列車が停車場開で分離してその一部を遺留

した場合や， トロリーを誤って使用した場合に，これを検知で

きないおそれがある。この点，自動閉そく装置や連動閉そく装

鐙が， 閉そく区間全体に連続して軌道回路を設け，列車の有無

を完全に照査しているのに比較して，劣るところである。

述査閉そく装置は，腕木式信号機を設けた線区に多く使用さ

れる。腕木式信号機は， 一般に手動の信号機であって，これに

進行伯号や停止信号を:gI，示するのは駅員の取扱いによっている

が， 主Jj住閉そくの場合は，列車が閉そく区間に進入したことに

より，自動的に停止信号とし，続行列車の進入を押える必要が

ある。

このため，辿作I~Iそ く 決置の腕木式の出発信号機は， 信号機

に信号iü婦協をJ{liり (1 け，これにより，出発した列車が短小な

軌道回路を踏むと，いり復灼加が動作し，自動的に停止信号を

~師、する設備になっている。(片岡章)

れんらくちょくつうかしゃにかんするきてい 連絡直

通貨車に関する規程 l国鉄と連絡運輸契約を締結した社線と

の聞にiÚlして運送される車扱貨物の運送の用に供するため，国

鉄線 ・ 社総11制 l互に l立通運用する国鉄所属の貨車または社線所

凶の1'1: 11'を総称して連絡直通貨車と L づ。連絡直通貨準として

運用する場合，社所属貨車については，国鉄線区間におレて ，

国鉄貨車とともに列車に連絡され， これと同様に運転の取扱い

をする必要があり，また国鉄所属貨車については，当該社線区

間の線路状態によっては入線禁止等の措置が当然必要となって

くるが，これら連絡直通貨車の安全確保をはかる目的で， その

承認迭準，方法等を総合的に規定したものが L連絡直通貨車に
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